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冬

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

平
素
よ
り
、
港
湾
空
港
行
政
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
の
お
正
月
、
皆
様
い
か
が

お
過
ご
し
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
辰(

龍)

。

龍
は
、
駱
駝
の
頭
、
鹿
の
角
、
蛇

の
体
、
鷹
の
爪
な
ど
９
つ
の
動
物

を
組
み
合
わ
せ
た
想
像
上
の
動
物

で
、
隆
盛
の
象
徴
と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
そ
の
縁
起
の
良
い
動
物

が
瀬
戸
内
海
に
も
見
ら
れ
ま
す
。

北
・
南
航
路
は
大
き
く
開
け
た

口
、
水
島
航
路
は
角
、
東
航
路
は

長
い
胴
、
宇
高
東
・
西
航
路
は
４

つ
の
足
、
備
讃
瀬
戸
航
路
を
上
か

ら
見
る
と
、
ま
さ
に
海
に
横
た
わ

る
龍
に
見
え
ま
す(

裏
面
参
照)

。

そ
の
備
讃
瀬
戸
航
路
に
つ
い
て
ご

紹
介
い
た
し
ま
す
。

備
讃
瀬
戸
航
路
は
、
昭
和
30
年

代
後
半
か
ら
の
瀬
戸
内
海
沿
岸
の

工
業
立
地
に
伴
う
航
行
船
舶
の
増

加
と
大
型
化
に
対
応
し
て
、
昭
和

38
～
47
年
度
に
か
け
て
国
直
轄
で

北
航
路(

水
深
19
㍍)

、

南
航
路

(

水
深
13
㍍)

、
水
島
航
路(

水
深

17
㍍)

を
整
備
し
ま
し
た
。
ま
た

一
方
、
船
舶
が
輻
輳
す
る
備
讃
瀬

戸
の
６
航
路(

備
讃
北･

南･

東
、

宇
高
東
・
西
、
水
島)

に
お
け
る

航
法
を
定
め
た
海
上
交
通
安
全
法

が
昭
和
47
年
に
公
布
さ
れ
、
船
の

路
と
ル
ー
ル
が
整
い
ま
し
た
。

翌
昭
和
48
年
の
港
湾
法
改
正
で

「
開
発
お
よ
び
保
全
に
関
す
る
工

事
を
必
要
と
す
る
航
路
」
と
定
義

す
る
「
開
発
保
全
航
路
」
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
改

正
港
湾
法
に
則
り
、
昭
和
53
年
か

ら
平
成
21
年
に
か
け
て
備
讃
瀬
戸

（
北
・
南
・
東
）
航
路
を
開
発
保

全
航
路
と
し
て
順
次
拡
張
指
定

し
、
以
後
、
東
西
60
㌖
に
及
ぶ
航

路
の
保
全
に
努
め
て
い
ま
す
。

備
讃
瀬
戸
航
路
は
、
準
巨
大
船

(

１
６
０
㍍
以
上)

、
巨
大
船(

２

０
０
㍍
以
上)

の
年
間
通
行
量
延

べ
約
３
万
隻
を
有
す
る
航
路
で

す
。
今
後
、
ド
ラ
イ
バ
ー
不
足
に

伴
う
海
上
輸
送
の
さ
ら
な
る
活

用
、
瀬
戸
内
海
の
豊
か
な
観
光
資

源
を
求
め
て
の
ク
ル
ー
ズ
需
要
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
に
伴
う
新
た
な

輸
送
船
の
航
行
な
ど
、
物
流
・
人

流
の
大
動
脈
と
し
て
瀬
戸
内
海
地

域
に
よ
り
一
層
、
活
力
を
も
た
ら

し
て
く
れ
る
と
考
え
ま
す
。

当
事
務
所
と
い
た
し
ま
し
て

は
、
そ
の
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
べ

く
、
利
用
者
の
ご
意
見
を
拝
聴

し
、
関
係
機
関
と
の
調
和
を
図
り

な
が
ら
水
深
の
把
握
や
埋
没
箇
所

の
保
全
浚
渫
、
災
害
時
の
海
上
輸

送
ル
ー
ト
の
確
保
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

｢

新
年
の
ご
挨
拶｣

高
松
港
湾
・
空
港
整
備
事
務
所
長

亀
岡

知
弘
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TEL087-851-5522
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令和５年11月17日（金）、JICA維持管理研修でアフ
リカや東南アジアなどから21名が高松港を訪れ、人流
拠点である玉藻地区と物流拠点である朝日地区をご案
内しました。
参加された皆さんは、玉藻地区防波護岸に使用して

いる「三建ブロック」や朝日地区複合一貫輸送ターミ
ナル整備事業について関心が高く、写真を撮るなど充
実した視察になったと思います。
説明する我々も、英語で説明し、通訳を頼らず積極

的に英語でコミュニケーションを取ることを心がける
など、貴重な経験となりました。
また、高松港に訪れていただけると嬉しく思います。

国際及び国内の海上輸送を担う重要な航路である備
讃瀬戸航路において、必要水深を確保し航路の安全を
守るため、令和３年度から７年度まで水島航路交差部
で保全浚渫を実施しています。
浚渫場所は備讃瀬戸航路と水島航路との交差部にあ

たり、多数の大型船が行き交う重要な場所です。
本海域では潮の流れにより砂が運ばれ浅い所が出来

てしまうサンドウェーブ現象による埋没が確認されて
おり、ポンプ浚渫船による浚渫工事を行っています。
工事に当たっては航路利用者や漁業関係者、海上保

安部、備讃瀬戸海上交通センター等関係機関と調整を
行いながら安全に留意して作業を進めて参ります。

水島交差部

鋼矢板圧入状況

ジオテキスタイル
(主補強材)

ジオテキスタイル
(壁面補強材)

補強土壁イメージ図

ストレート 十字

井桁 テーパー

『高松港朝日地区複合一貫輸送ターミナル整備事業』
令和５年度は、岸壁の整備促進を図るため、標準部の施工

に着手しています。大規模地震発生時に、当該岸壁の耐震性
能を発揮させるためには、鋼管杭基礎の支持力を確保するこ
とが重要になります。そこで、鋼管杭の先端形状を円形（一
般的な形状）、十字、井桁、テーパー（鉛筆のような形状）
の４種類に加工し、その中から最適な鋼管杭を選定するため
の試験施工を行っています。
令和６年１月には、港湾建設業界団体の皆さんと協働し、

香川県内の土木・建設系の学生（大学、高専、高校）を対象
とした現場見学ツアーを計画しています。学生の皆さんには、
港湾建設業の役割・仕事の理解を深めていただく機会になる
と嬉しく思います。
本工事の実施には、近隣を航行する船舶に留意する必要が

あるため、引き続き、関係者にご協力頂きながら安全に工事
を進めて参ります。

『高松空港「滑走路端安全区域（ＲＥＳＡ）」の整備』
高松空港の「滑走路端安全区域」の整備に向けて、工事用

道路の施工に着手しています。滑走路端安全区域は、航空機
が離発着する際に滑走路を越えて停止するオーバーランや航
空機が着陸時に滑走路の手前に着陸してしまうアンダー
シュートを起こした場合に、航空機の損傷を軽減させるため
に設けられる区域です。
令和５年度は、ジオテキスタイル（高強度ポリエステル繊

維素材）を活用した工事用道路の盛土施工を行っています 。
補強土壁内にジオテキスタイルを敷設することにより、盛土
の安定に必要な抵抗力を発揮し、盛土機能の確保を行ってい
ます。
本工事の実施には、高松空港や周辺施設等の利用者に留意

する必要があるため、引き続き、関係者にご協力頂きながら
安全に工事を進めて参ります。


